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12/18にスマイル健康委員会主催の集会がありました。テ

ーマは 『風邪予防 。劇有り、クイズ有りの楽しい集会でし、 』

。 、 、た 同時に 正しい手洗いやうがいの仕方が身に付くように

低学年の子どもたちにも分かるように工夫してくれました。

スマイル健康委員会のメンバーは、この集会のために、休

み時間も利用して、準備や練習に取り組んでいました 「準。

備はウソをつかない 」の言葉のとおり、子どもたちが主体。

となった内容の濃い集会でした。

豊川豊川豊川豊川っっっっ子子子子
資料をもとに、将来の日本の姿を考えてみました！ ～５年 国語～

私は、これから暮らしやすくなると思います。
理由は、最近、環境を守る農業がふえているからです。この図を見ると分

かるように、農作物は食事や家畜に使われます。食事の食べ残しや家畜のふ
んは、たい肥センターなどに行って、エネルギーの利用でメタンガスになり
ます。他には、たい肥などになって、微生物や小動物に分解され、栄養分に
なります。そして、その栄養分は、農作物を育てるときに吸収されて、農作
物が育ちます。

このことから、地球の環境がよくなったり、公害などが少なくなったりすると思います。
そのため、これから暮らしやすくなると思います。

５年 池○ 梓○
※資料をよく読み、よく考えてまとめています。地球環境の改善が行われるためにも、農業

を大切にしていきたいものです。

ぼくは、日本の将来はもっと暮らしにくくなると思います。
なぜかというと、女性が産む子どもの数が、年々減っているからです。下

のグラフを見ると、１９３０年に産んだ子どもの数は、平均5.1人です。そ
れに比べて、１９５０年から１９６０年にかけて急激に減っています。ぼく
は、死亡率が減ってきてよかたなぁと思います。しかし、女性が子どもを産
まないから、未来は老人ばかりになって、若者が少なくなり、どんどん減っ
て最終的には、日本という国は、なくなっていくのではないかと思います。

、 、 、 、そこで 日本をもっと暮らしやすくするためには 男性と女性はもっと結婚して 子ども
を増やしていけばより明るい日本になると思います。

５年 相○ 佑○
※生まれてくる子どもの数から、将来の日本の姿を予測しています。提案もあり、すばらし

い内容です。

スマイル健康集会(12/1８） テーマ「かぜの予防」……とてもよい集会でした！

プログラム
１ はじめの言葉

２ 劇「太郎と花子ちゃん かぜをひい

て、病院に行くの巻」クイズ有り

３ 正しい手洗い、うがいを覚えよう

４ ゲーム 豆つかみリレー

５ 感想インタビュー

６ おわりの言葉

あわあわ 手あらいうたビオレママの
おねがい、おねがい カメさん、カメさん あの さんかくの お山のうえで
おおかみ おっとっとっと おっこちそう いそいでバイクを ぶるるん うんて

（順番にポーズを作って、手洗いができます）ん ききいっぱつ つかまえた！


